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現   在

15,582名

大学試練の時代に、母校が飛躍し続けている理由
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大
学
試
練
の
時
代
に
、

母
校
が
飛
躍
し
続
け
て
い
る
理
由

砺
波
宏
成
第
19
期
卒
業
生
・
同
窓
会
広
報
委
員
長

「
星
稜
モ
デ
ル
」の

教
育
改
革
が

金
沢
星
稜
大
学
を

「
強
い
大
学
」へ
。

　

少
子
化
や
先
の
見
え
な
い
経
済
状
況
な
ど
、

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
引
き
続
き
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
大
学
学
部
の
う
ち

52
％
が
定
員
割
れ
し
て
い
る
と
い
う
試
練
の
時

代
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
金
沢
星
稜
大
学
は

近
年
志
願
者
数
を
伸
ば
し
続
け
て
お
り
、
本
年

度
の
入
試
で
は
定
員
の
３
倍（
実
質
倍
率
1.8
倍
）

に
近
い
志
願
者
を
得
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
少
子
化
や
不
況
が
金
沢
星
稜
大
学

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
間
違
い
が
あ
り

ま
せ
ん
。
平
成
６
年
に
４
８
９
８
人
だ
っ
た
志

願
者
数
は
、
以
降
年
々
減
り
続
け
、
平
成
16
年

に
は
も
っ
と
も
少
な
い
４
５
５
人
に
。
し
か
し
、

そ
れ
を
転
換
点
と
し
て
志
願
者
数
は
回
復
へ
と

転
じ
、「
Ｖ
字
回
復
」
と
言
え
る
志
願
者
の
増

加
を
続
け
て
い
ま
す
（
図
１
）。
特
に
女
子
の

入
学
者
の
伸
び
は
、
平
成
16
年
の
26
人
か
ら
、

　

こ
の
Ｃ
Ｄ
Ｐ
か
ら
は
２
年
間
で
42
人
の
公
務

員
合
格
者
と
４
科
目
の
税
理
士
科
目
合
格
者
を

輩
出
し
て
お
り
、
こ
の
成
果
を
受
け
て
、
従
来

は
少
数
だ
っ
た
石
川
県
内
進
学
校
か
ら
の
入
学

者
も
増
加
し
て
い
ま
す
。（
図
２
）

大
学
と
し
て
の

可
能
性
を
広
げ
た

人
間
科
学
部
の
創
設

　

金
沢
星
稜
大
学
の
進
化
を
語
る
上
で
欠
く
こ

今
年
度
は
２
０
４
人
と
８
倍
近
く
に
ま
で
増
加

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
の
朝
日
新
聞
社
の

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
調
査
で
は
、「
募
集
力
（
一

般
入
試
志
願
者
の
増
加
数
を
平
成
17
年
と
21
年

で
比
較
）」
で
日
本
の
全
大
学
中
62
位
に
ラ
ン

キ
ン
グ
。
こ
れ
は
大
規
模
大
学
も
含
め
て
の
単

純
増
数
に
よ
る
順
位
付
け
の
た
め
、
増
加
率
で

算
出
す
れ
ば
さ
ら
に
上
位
に
入
る
、
驚
異
的
な

結
果
で
す
。

と
が
で
き
な
い
も
の
の
ひ
と
つ
に
、
平
成
17
年

度
の
「
人
間
科
学
部
」
創
設
も
挙
げ
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。「
星
稜
」
と
し
て
蓄
積
し
て
き
た
ス

ポ
ー
ツ
と
幼
児
教
育
の
知
見
・
経
験
を
そ
れ
ぞ

れ
の
学
び
に
活
か
す
「
ス
ポ
ー
ツ
学
科
」「
こ

ど
も
学
科
」
を
擁
す
る
人
間
科
学
部
の
設
置
は
、

そ
れ
ま
で
経
済
の
単
科
大
学
と
し
て
歩
ん
で
き

た
金
沢
星
稜
大
学
に
と
っ
て
大
き
な
ス
テ
ッ
プ

と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
幼
児
児
童
教
育
の
世
界

を
目
指
す
高
校
生
た
ち
の
進
学
選
択
肢
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

人
間
科
学
部
創
設
と
同
時
に
入
学
し
た
第
１

期
生
は
現
在
４
年
次
と
な
り
、
社
会
人
と
し
て

の
ス
タ
ー
ト
を
目
前
に
控
え
て
い
ま
す
。
大
学

の
新
し
い
歩
み
と
学
生
た
ち
の
努
力
の
真
価
が

問
わ
れ
る
時
だ
と
言
え
ま
す
。
同
時
に
、
彼
ら

の
活
躍
に
よ
っ
て
「
社
会
に
役
立
つ
人
材
の
育

成
」
を
掲
げ
る
金
沢
星
稜
大
学
が
さ
ら
に
大
き

く
飛
躍
す
る
た
め
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る

　

私
た
ち
の
母
校
は
、
い
か
に
し
て
「
強
い
大

学
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

金
沢
星
稜
大
学
の
志
願
者
数
が
回
復
し
始
め
た

平
成
17
年
度
は
、「
星
稜
モ
デ
ル
」
と
名
付
け

ら
れ
た
教
育
改
革
が
実
施
さ
れ
始
め
た
時
期
と

重
な
り
ま
す
。
こ
の
改
革
は
坂
野
光
俊
学
長
が

学
長
就
任
前
か
ら
中
心
と
な
っ
て
作
成
し
た
プ

ラ
ン
に
基
づ
い
て
お
り
、
現
在
も
な
お
さ
ま
ざ

ま
な
改
革
施
策
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
星
稜
モ
デ
ル
」
の
教
育
改
革
が
、
金
沢
星
稜

大
学
が
躍
進
し
た
大
き
な
要
因
だ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
充
実
と

難
関
資
格
を
目
指
す

Ｃ
Ｄ
Ｐ
の
導
入

　
「
星
稜
モ
デ
ル
」
の
特
色
は
、
少
人
数
に
よ

る
充
実
し
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
を
１
週
間
の
う

ち
に
２
回
実
施
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
１
・
２
年
次
生
は
、
言
語
力
な
ど
基
礎

学
力
を
育
て
る
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
と
、
社

会
人
と
し
て
必
要
な
知
識
と
能
力
を
修
得
す

る
「
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
演
習
」
の
ふ
た
つ
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
学
生
は
１
年
次
か
ら
社
会
人
と
し
て

の
基
礎
力
を
修
得
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
増
加
は
教
員
と
学
生
・
学

生
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
増

や
し
、
学
生
の
学
習
意
欲
や
帰
属
意
識
を
高
め

る
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
の
Ｃ
Ｄ
Ｐ
（
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
は
、
大
学
で
学
び

な
が
ら
公
務
員
を
は
じ
め
と
す
る
難
関
資
格
の

受
験
や
就
業
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
（
課
外
）・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
通
常
、

大
学
生
が
そ
れ
ら
難
関
資
格
を
目
指
す
場
合
に

は
学
外
の
予
備
校
に
通
う
な
ど「
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー

ル
」
の
状
態
と
な
り
、
授
業
数
・
授
業
料
の
負

担
が
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。
Ｃ
Ｄ
Ｐ
で
は

こ
の
問
題
を
改
善
し
、
学
内
開
講
の
講
座
で
、

し
か
も
一
部
は
正
課
の
単
位
数
と
し
て
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
ま
た
Ｃ
Ｄ
Ｐ
の

授
業
料
だ
け
で
な
く
大
学
授
業
料
ま
で
免
除
さ

れ
る
Ｃ
Ｄ
Ｐ
特
待
生
制
度
も
設
け
て
い
ま
す
。

と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

「
自
分
を
超
え
る
力
を
つ
け
る
」

教
育
が
受
験
生
や

地
域
社
会
か
ら
高
く
評
価

　

学
生
た
ち
の
成
長
の
機
会
は
、
正
規
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
以
外
に
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
教
職
員
と
学
生
が
連
携
し
て
数
々

の
事
業
に
取
り
組
む
「SEIRY

O
 JU

M
P 

PRO
JECT

」
で
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

や
広
報
活
動
、
就
職
支
援
活
動
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
所
属
す
る
学
生
が
中
心
と

な
っ
て
展
開
し
て
い
ま
す
。
学
生
同
士
の
み
な

ら
ず
、
高
校
生
や
社
会
人
と
い
う
学
外
の
方
々

と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
自
主
性
や
協
調
性
を
育

ん
で
い
ま
す
。

　
「
自
分
を
超
え
る
力
を
つ
け
る
」。
同
窓
生
の

皆
さ
ん
も
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
や
新
聞
広
告
な
ど
で
目
に
し
た
こ
と
が
あ

る
は
ず
で
す
。
在
学
中
に
一
歩
一
歩
着
実
に
成

長
し
、
や
が
て
は
自
信
を
持
っ
て
社
会
に
巣
立

つ
こ
と
が
で
き
る
大
学
。
そ
れ
が
現
在
の
金
沢

星
稜
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
り
、
今
回
紹
介
し

た
「
自
分
を
超
え
る
」
た
め
の
学
び
の
環
境
と
、

成
長
の
実
感
に
あ
ふ
れ
た
学
生
た
ち
の
活
気
が

今
、
地
域
社
会
や
教
育
関
係
者
か
ら
熱
い
視
線

を
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

稲
置
学
園
創
立
か
ら
80
周
年
、
金
沢
星
稜
大

学
へ
の
校
名
変
更
か
ら
10
周
年
と
な
る
記
念
す

べ
き
年
を
２
年
後
に
控
え
、
金
沢
星
稜
大
学
は

そ
の
歴
史
に
も
前
例
の
な
い
躍
進
を
見
せ
て
い

ま
す
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
度
今
の

母
校
を
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
ど
の
年
代
と
も
違
う
、「
新
し
い

金
沢
星
稜
大
学
」
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
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図２

2008年度 2009年度

国家公務員 4 6

地方公務員 16 14

その他 — 2

税理士試験 2 2

合計 22 24

CDP合格者内訳
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日
頃
、
大
学
同
窓
会　

会
員
・
理

事
の
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

鳥
居
前
会
長
を
引
き
継
ぎ
、
こ
の

度
金
沢
星
稜
大
学
同
窓
会
長
の
重

責
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
し
、
お
引
き
受
け
し
た
以
上
は
、

会
員
・
理
事
の
皆
様
方
と
力
を
合
わ

せ
、
全
力
で
尽
く
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

さ
て
、
金
沢
星
稜
大
学
同
窓
会
は

来
年
設
立
45
周
年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
ま
す
。

　

す
で
に
卒
業
生
も
１
５
０
０
０

人
を
突
破
し
、
石
川
県
内
外
、
様
々

な
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
も
、
仕
事
や
生
活
の
場

面
で
、「
あ
な
た
も
星
稜
大
学
出
身

か
！
」
と
初
対
面
の
人
で
も
同
じ
大

学
出
身
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
先
輩

後
輩
と
親
近
感
が
あ
っ
と
言
う
間

に
湧
く
、
そ
ん
な
体
験
を
多
く
経
験

し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
が
長
年

テ
ー
マ
と
し
て
お
り
ま
す
「
き
ず

な
」、
本
当
に
い
い
も
の
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る

同
窓
生
ど
う
し
が
、
同
窓
会
の
行
事

な
ど
を
通
じ
、
活
発
に
交
流
し
、
学

生
時
代
を
懐
か
し
む
会
話
が
で
き

た
り
、
昨
今
の
情
報
交
換
を
し
た

り
な
ど
、
そ
ん
な
新
た
な
「
き
ず

な
」
を
創
出
す
る
き
っ
か
け
作
り

が
、
我
々
同
窓
会
役
員
一
同
の
使
命

で
す
。

　

今
年
度
も
常
任
理
事
を
は
じ
め

と
す
る
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
、
鳥

居
前
会
長
時
代
に
始
ま
っ
た
大
学

と
の
連
携
の
事
業
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経

国
済
民
の
講
師
派
遣
や
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
交
流
会
、
流
星
祭
の
参
加
な

ど
、
一
層
の
「
き
ず
な
」
を
深
め
る

事
業
を
行
い
な
が
ら
、
明
る
く
、
楽

し
く
、
温
か
い
同
窓
会
運
営
を
皆
様

と
と
も
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
が
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
同
窓
会
員
の
皆
様
方
に
は
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

稲
置
理
事
長
著

「
星
の
百
年
坂—

星
稜
創
立
者
の
娘
に
生
ま
れ
て—

」

出
版
祝
う

　

11
月
14
日
（
土
）
稲
置
美
弥
子
稲
置
学
園
理
事
長
の
著
書

「
星
の
百
年
坂
―
星
稜
創
立
者
の
娘
に
生
ま
れ
て
―
」
の
出

版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
金
沢
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
で
開

か
れ
ま
し
た
。
約
３
０
０
人
が
出
席
し
学
園
創
立
者
稲
置
繁

夫
氏
の
業
績
を
映
像
と
と
も
に
振
り
返
り
、
稲
置
理
事
長
は

「
父
の
情
熱
の
根
底
に
は
い
つ
も
誠
実
が
あ
っ
た
」
と
回
想

し
ま
し
た
。

　

谷
本
正
憲
知
事
、
浅
香
久
美
子
金
沢
市
教
育
長
の
祝
辞
が

代
読
さ
れ
た
後
、
先
代
理
事
長
の
出
身
地
、
奈
良
県
月
ヶ
瀬

村
か
ら
駆
け
つ
け
た
田
中
嘉
隆
元
同
村
教
育
長
も
祝
辞
を
述

べ
、
県
私
学
連
合
会
の
加
藤
晃
理
事
長
の
発
声
で
乾
杯
し
ま

し
た
。
星
稜
高
Ｏ
Ｂ
の
ヤ
ン
キ
ー
ス
松
井
秀
喜
選
手
の
祝
電

も
あ
り
ま
し
た
。
乾
杯
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
歓
談
と
と
も
に
交

流
を
深
め
な
が
ら
稲
置
慎
也
学
園
理
事
の
お
礼
の
言
葉
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
留
学
生
交
流
会

部
活
動

全
国
大
会
出
場

９
月
入
学
・
卒
業
ロ
シ
ア
留
学
生
と
同
窓
会

が
交
流
の
場
を
持
ち
ま
し
た
。

日　

時	

平
成
21
年
９
月
19
日
㊏

	

午
後
12
時
30
分
～
昼
食
会

	

午
後
１
時
30
分
～
交
流
会

場　

所	

ホ
テ
ル
金
沢

出
席
者	

大
学
：
教
授
１
名
、
留
学
生
６
名　

	

同
窓
会
：
８
名

　

昼
食
会
は
楽
し
く
歓
談
し
な
が
ら
身
近
な
話

題
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
①
会
長
挨
拶 

②
自
己
紹
介 

③
留

学
の
感
想
や
抱
負 

④
自
由
懇
談
で
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
最
後
に
留
学
生
に
“
図

書
カ
ー
ド
”
の
贈
呈
を
行
い
閉
会
し
ま
し
た
。

　

わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
の
総
仕
上
げ
と

し
て
開
催
さ
れ
た
大
阪
万
博
（
一
九
七
〇
年
）

の
年
、
私
は
金
沢
経
済
大
学
（
現
金
沢
星
稜

大
学
）
に
助
手
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。
翌

年
、
第
一
期
生
の
卒
業
式
の
際
、
卒
業
生
と

は
僅
か
三
歳
の
年
齢
差
で
、
学
生
気
分
が
抜

け
て
い
な
か
っ
た
私
は
兄
弟
の
よ
う
な
気
持
ち
を
懐
き
、
こ
の
人
た
ち
が

在
学
中
に
築
い
た
『
誠
実
』
を
稲
置
学
園
の
教
育
文
化
の
礎
と
し
て
守
り

育
て
る
の
が
私
の
役
割
だ
と
心
に
刻
ん
だ
の
で
す
。
四
〇
年
の
歳
月
が
過

ぎ
た
今
、
こ
の
人
た
ち
は
還
暦
を
過
ぎ
、
第
三
の
人
生
を
歩
み
だ
し
て
い

る
。
私
も
第
三
の
人
生
へ
の
旅
立
ち
の
準
備
を
し
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

『
誠
実
』を
礎
と
し
て

澤 

信
俊

澤 

信
俊
教
授 

来
年
３
月
退
任

空
手
道
部

6
月
20
日
㊐

全
日
本
学
生
空
手
道

選
手
権
大
会

	

2
名
出
場

軟
式
野
球
部

8
月
8
日
㊐
～

全
日
本
大
学

軟
式
野
球
選
手
権
大
会

陸
上
部

6
月
18
日
㊎
～
20
日
㊏

全
日
本
学
生

陸
上
競
技
対
校

選
手
権
大
会

	

11
名
出
場

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

6
月
15
日
㊋
～
18
日
㊎

全
日
本

大
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

王
座
決
定
戦

	

男
子
１
組
出
場

	

女
子
３
組
出
場

剣
道
部

7
月
3
日
㊏

全
日
本
女
子
学
生

剣
道
選
手
権
大
会

7
月
4
日
㊐

全
日
本
学
生

剣
道
東
西
対
抗
試
合

	

６
名
出
場

第
３
回 

業
界
研
究
・

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
交
流
会

今
回
は
白
山
支
部
と
の
合
同
企
画
で
し
た
。

日　
　

時	

平
成
21
年
12
月
12
日
㊏

	
	

13
時
～
17
時

訪
問
場
所	

株
式
会
社 

吉
田
酒
造
店

	
	

キ
リ
ン
ビ
ア
パ
ー
ク
北
陸

　

白
山
支
部
会
員
と
大
学
在
校
生
・
職
員
で
白

山
市
に
あ
る
「
手
取
川
」
で
有
名
な
「
吉
田
酒

造
店
」
と
、
こ
の
地
で
の
生
産
が
残
り
少
な
く

な
っ
た
「
キ
リ
ン
ビ
ア
パ
ー
ク
北
陸
」
を
訪
問

し
お
酒
や
ビ
ー
ル
の
生
産
工
程
を
見
学
で
き
貴

重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

在
校
生
と
卒
業
生
と
の
交
流
の
良
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
経
国
済
民

三
代
目
同
窓
会
会
長
に

小
嶋
一
夫
氏
就
任

稲
置
理
事
長
ご
著
書

出
版
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

T o p i c s

G r e e t i n g s
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T o p i c s

金沢星稜大学
同窓会会長

小嶋一夫

「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
国
済
民
」
は
、
各
界
で
活
躍
中
の
経
済
人
・
文
化

人
を
毎
回
の
講
師
に
迎
え
、
生
き
た
経
済
学
や
社
会
学
を
学
ぶ
リ

レ
ー
講
義
で
す
。
金
沢
星
稜
大
学
同
窓
会
か
ら
も
多
く
の
の
卒
業
生

が
学
生
に
向
け
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

講義日 講義担当者名 講義テーマ

12/3 伊藤江梨 普通の地方公務員の視点から見た「公（おおやけ）」の仕事

1/28 藤弥一司 経費指導を軸とした人を生かす経営の実践

5/6 安藤  至 ウェディングビジネスについて

5/13 鳥居  茂 日本の広告費 － 2010 年広告時代の終わり始まり－

5/20 園部和浩 よくわかるフランチャイズ基礎講座

6/3 端保  聡 ミリオンスターズの活躍と貢献

6/24 坂  外志雄
日本が行ってきた国際平和協力活動に対する
国際社会の評価から見た今後の協力活動の在り方について
一考察－湾岸危機から9.11テロまでの国際平和協力活動を振り返り－

7/22 武田慎一 金沢・南砺の連携と観光戦略

2009
2010

伊藤江梨 安藤  至坂  外志雄藤弥一司武田慎一
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理
事
会
で
は
次
の
議
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
稲
置
理
事
長
、
坂
野

学
長
を
は
じ
め
主
だ
っ
た
先
生
方
が
出

席
さ
れ
、
同
窓
生
と
懇
親
を
深
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
小
嶋
新
会
長
か
ら
鳥
居
前
会
長

に
4
年
間
の
功
績
を
讃
え
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
学
生
活
動

奨
励
賞
の
授
与
式
が
行
わ
れ
、
在
校
生

の
活
躍
を
応
援
す
る
機
会
と
し
て
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
理
事
の
紹
介
や
遠
方
か

ら
来
て
い
た
だ
い
た
各
支
部
長
の
ご
挨

拶
、
上
野
副
会
長
の
サ
ッ
ク
ス
演
奏
な

ど
充
実
し
た
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

日
時
平
成
22
年
6
月
12
日
㊏　

午
後
５
時
～
８
時

場
所
ホ
テ
ル
金
沢

１
、
平
成
21
年
度
決
算
報
告
・
事
業
報
告

２
、
平
成
22
年
度
予
算
（
案
）・
事
業
計
画

３
、
役
員
改
選
、
同
窓
会
会
則
の
一
部
改
正
案

４
、
同
窓
会
会
長
選
任
規
定
の
制
定

在
校
生
支
援
基
金
の
成
果

　

平
成
21
年
度
の
支
援
と
し
て
、
平

成
22
年
度
金
沢
星
稜
大
学
同
窓
会
学

生
活
動
奨
励
賞
を
贈
り
ま
し
た
。
平

成
22
年
度
理
事
会
後
、
懇
親
会
に
て

学
生
活
動
奨
励
賞
の
授
賞
式
が
行
わ

れ
、
在
学
生
を
応
援
す
る
機
会
と
し

て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

在
校
生
支
援
基
金
の
お
願
い

　

平
成
21
年
度
在
校
生
支
援
基
金
は

多
く
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
の
も

と
、
１
１
５
件
、
４
６
５
０
０
０
円

の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
在
校
生

支
援
基
金
は
、
在
校
生
の
皆
様
の
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
、
社
会
活
動
、
留
学

生
交
流
な
ど
に
ま
す
ま
す
の
活
躍
を

期
待
し
、
物
心
両
面
か
ら
強
固
な
支

援
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
22
年
度

に
お
き
ま
し
て
も
、
昨
年
同
様
、
在

校
生
支
援
基
金
に
同
窓
会
会
員
の
皆

様
の
ご
賛
同
、
ご
協
力
を
頂
き
た
く

お
願
い
す
る
し
だ
い
で
す
。

平成 21 年度 在校生支援基金の協力者名簿
皆さまからのご協力ありがとうございます

在校生支援金（1 口）

2,000 円
（1口以上何口でも可）

　

金
沢
星
稜
大
学
同
窓
会
が
、
学
業
・
課
外

活
動
お
よ
び
社
会
活
動
に
お
い
て
優
れ
た
功

績
の
あ
っ
た
在
学
生
に
対
し
て
そ
の
努
力
を

称
え
支
援
金
を
添
え
て
表
彰
す
る
「
金
沢
星

稜
大
学
同
窓
会
学
生
活
動
奨
励
賞
」
が
今
年

度
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
団
体

剣
道
部（
女
子
）
、
空
手
部
、

池
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

受
賞
個
人

徳
田
正
行
（
大
薮
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）

大
野
翔
平
（
サ
ッ
カ
ー
部
）

　

学
校
法
人
稲

置
学
園
は
、
来

る
平
成
24
年

（
２
０
１
２
年
）

10
月
に
創
立
80

周
年
の
節
目
の

時
期
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
、

こ
の
創
立
80
周

年
を
期
し
て
、

①
記
念
史
の
編

纂
、
②
寄
付
金

の
募
集
、
③
記
念
行
事
の
実
施
、
④
記
念
館
（
メ
デ
ィ

ア
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
及
び
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
館
）
の

建
設
、
⑤
記
念
事
業
の
企
画
・
実
施
の
各
事
業
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
記
念
館
（
平
成
24
年

9
月
竣
工
予
定
）
の
中
に
は
、
同
窓
会
事
務
局
及
び

同
窓
会
会
議
室
が
設
置
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

さ
て
、
寄
付
金
の
募
金
に
つ
い
て
、
大
学
同
窓
会

と
し
て
は
学
園
か
ら
の
要
請
も
あ
り
協
力
を
予
定
い

た
し
て
お
り
ま
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
も
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
同
窓
生
の
方
々
に
対
し
て
は
、
学
園
の
創

立
80
周
年
記
念
事
業
事
務
局
か
ら
、
後
日
、「
趣
意
書

（
募
集
要
項
・
振
込
用
紙
を
含
む
）」
等
の
必
要
書
類

を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

稲
置
学
園

創
立
80
周
年
記
念
事
業
の

ご
案
内
と
寄
付
金
の
お
願
い

同
窓
会
長　

小
嶋
一
夫

［
Ⅰ
部
１
期
］

安

藤

至

市
谷
千
吉
郎

勝

木

洋

介

中

田

邦

雄

高

橋

賢

治

土

谷

隆

鳥

居

茂

三

好

研

一

森

寿

森

川

健

三

森

田

正

樹

［
Ⅰ
部
2
期
］

杉

森

幸

子

荻

原

千

秋

野

坂

憲

一

藤

田

秀

俊

南

出

利

之

［
Ⅰ
部
3
期
］

上

野

雅

司

小

嶋

一

夫

崎

田

正

則

若

林

啓

一

［
Ⅰ
部
４
期
］

北

村

洋

人

新

村

英

敏

松

嶋

茂

［
Ⅰ
部
5
期
］

小
山
秀
一
郎

福

島

正

人

藤

田

信

久

［
Ⅰ
部
６
期
］

瀬

戸

義

孝

［
Ⅰ
部
7
期
］

越

野

清

人

［
Ⅰ
部
８
期
］

作

中

正

喜

辻

井

邦

彦

松

浦

勉

谷

内

明

弘

［
Ⅰ
部
9
期
］

金
山
登
喜
夫

金

田

義

晴

細

川

明

雄

宮

腰

毅

［
Ⅰ
部
10
期
］

池

田

昌

久

川
西
美
知
子

金

木

清

隆

山

本

健

司

若

松

茂

夫

［
Ⅰ
部
11
期
］

大
久
保
邦
彦

大

野

雅

隆

後

藤

秀

和

大

野

千

恵

山

木

紀

之

［
Ⅰ
部
12
期
］

白

敷

洋

一

忠

村

健

司

［
Ⅰ
部
13
期
］

五
十
嵐
清
人

小

山

征

時

［
Ⅰ
部
14
期
］

西

野

伸

一

矢

澤

哲

也

山

口

順

一

［
Ⅰ
部
16
期
］

河

上

孝

一

木

村

道

明

津

田

佳

之

［
Ⅰ
部
17
期
］

加
茂
川
秀
樹

橘

昌

和

［
Ⅰ
部
18
期
］

木

谷

義

徳

武

田

慎

一

［
Ⅰ
部
19
期
］

後

藤

新

治

［
Ⅰ
部
20
期
］

武

田

俊

彦

［
Ⅰ
部
22
期
］

青

木

賢

治

相

良

伸

介

千

石

忠

良

水

野

谷

満

［
Ⅰ
部
24
期
］

北

英

樹

［
Ⅰ
部
25
期
］

細

川

徹

［
Ⅰ
部
27
期
］

土

肥

忠

典

中

村

泰

之

廿

日

岩

均

［
Ⅰ
部
28
期
］

高

誠

［
Ⅰ
部
29
期
］

割

山

孝

司

［
Ⅰ
部
31
期
］

鵜

飼

賢

福

田

欣

司

［
Ⅰ
部
32
期
］

長

野

恒

並

［
Ⅰ
部
33
期
］

澤

昌

臣

中

平

卓

也

大

和

慎

司

［
Ⅰ
部
34
期
］

齊

藤

宰

米

澤

祐

樹

［
Ⅰ
部
35
期
］

桑

原

健

治

内

藤

太

一

［
Ⅰ
部
37
期
］

三

林

雅

藤

井

宏

之

［
Ⅰ
部
38
期
］

小

鮒

卓

哉

志

田

和

之

［
Ⅰ
部
39
期
］

勝

元

裕

樹

野

崎

槙

吾

森

川

裕

司

山

田

翼

［
Ⅱ
部
1
期
］

清

水

実

［
Ⅱ
部
2
期
］

西

井

正

人

［
Ⅱ
部
3
期
］

寺
田
利
恵
子

［
Ⅱ
部
7
期
］

荒

家

良

樹

［
Ⅱ
部
9
期
］

川

坂

君

江

［
Ⅱ
部
14
期
］

浦

郁

雄

高

木

義

弘

［
Ⅱ
部
15
期
］

鍵

谷

龍

夫

長

山

一

郎

［
Ⅱ
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　昨年１２月６日（日）に京都タワーホテルにて開催されました。
本来は７月に開く予定でしたが、インフルエンザの発生流行に
伴ないやむなく延期し、年末となった次第であります。
　会は米崎支部長の挨拶で始まり、佐久間事務局長の前年度
会計報告と続き、６月に行われた稲置繁男先生生誕１００年
記念に参加の市谷副支部長より報告があり、その後金沢より
参加の鳥居会長・三好副会長より大学の現状報告と稲置学園

創立８０周年へ向けての話題等々がにぎやかに話されました。
和気あいあいと歓談の中の自己紹介では、若い会員が自分の
勤める薬品会社から胃薬等の試供品の提供もあり、還暦を迎
える年の会員も多く喜んでおりました。締めくくりは、鹿熊副
支部長の閉会の辞でお開きとなりましたが、お互い話しがつ
きず、全員で二次会へと流れ日の暮れる迄大いに語り合い来
年の結集を約して、それぞれ帰路へと着きました。

　今回で 3 年目の夏を迎えます交流委員会企画、平成 22 年
度同窓会夏季交流会が 7 月 30 日（金）ホテル金沢において

行いました。当日はホテル金沢で開催された「サマーフェスタ
2010」というイベントで同窓会としては 2 テーブル約 20 人
の参加でしたが、どこから集まったか会場には総勢約 500 人、
あちこちのテーブルから生ジョッキで「乾杯」の声が聞こえて
いました。オールデイズバンドの演奏が始まると、ステージ前
にはたくさんの人が踊りまくりで会場はかなりの盛り上がりを
見せていました。他にもマジックショーなどなんとも夏らしく
賑やかなムードの中、あっという間の 2 時間半でした。次回
皆様の参加をお待ちしております。

総 会 報 告

近 況 活 動 に つ い て

同窓会各支部の活動

交流委員会 夏季報告

　２００９年１１月３日（文化の日）にホテルニューオータニ高
岡において「稲置学園　初代理事長　稲置繁男　生誕１００年」

「金沢星稜大学同窓会　富山県支部設立１０周年記念総会」を
開催いたしました。同窓会本部　鳥居茂会長、学園本部　稲置
慎也理事、坂野光俊学長をはじめ７０名の同窓の集いを開催す
ることが出来ました。
　懐かしい話や昨今の大学の現状を知ると共に同窓の絆を深
めました。お陰様をもちまして盛会のうち終了いたしました。
今後も富山県支部は同窓会本部と連携を密に年間行事を行っ
てまいります。
　今年も１１月３日（祝）射水市（ＪＲ小杉駅前）松原屋にて
同窓会、総会、懇親会を開催いたしますので、同窓生の皆様

の御出席を是非！ お待ちいたしております。（連絡先　若林　
090-8263-1086）
　富山県支部の活動について星稜大学のホームページに掲載し
てございます。合わせてご覧ください。
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